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医学系研究科保健学専攻 看護学領域 基礎・地域看護学分野

看護技術、エビデンス、医療技術、医療的ケア、安全性評価

手浴やハンドマッサージなどの看護技術が対象
に及ぼす影響を、体温や自律神経活動などの生
理学的指標および快適感などの主観的な視点か
ら総合的に検証する研究を実施している。

Ⅰ．手浴の効果を皮膚温と自律神経活動および

快適感で評価

【結果】・手浴群で0.5～1℃の皮膚温上昇と、

30分程度の温熱保持効果が認められた

・対象の主観的快適感が上昇した

Ⅱ．睡眠障害のある高齢女性に対し、夕方に手浴

+ハンドマッサージの介入を実施。

睡眠をアクチグラフとOSA-MAで、リラクセー

ションを自律神経活動とREスケールで評価

【結果】・介入群で睡眠効率が良い

・介入群で寝付く時間が早い

・介入後の心拍数低下、快適感の上昇

基礎看護学

健康増進、高齢者の睡眠改善

医療技術・医療的ケアの安全性評価など

最近では介護施設における吸引や経管栄養
等の医療技術・医療的ケアの安全性評価に
関する研究をはじめました。


